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------------------------------------------------------------------------------------------------- 

世代別ハラスメントへの認識

ギ ャ ッ プ に 注 意 
 

◆ハラスメントへの世代間での認識ギャップ 

 テレワークを行っている会社員を対象に、

ハラスメントへの感じ方を調査したアンケー

ト結果が公表されました（ダイヤモンド・コン

サルティングオフィス合同会社）。調査から、

テレワーク下での上司の言動をハラスメント

と感じるかどうかには、世代間で大きな

ギャップがあることがわかりました。 

 まず、「上司がテレワークの際に、仕事をし

ているかわからないことを理由に、日報を書

いて送ることを義務付けること」がパワーハ

ラスメントに該当すると思うかという質問に

は、20 代の 50.0％が「絶対に該当すると思

う」「おそらく該当すると思う」と回答しまし

た。他方、50 代では 31.3％に留まりました。 

 また、「上司がテレワークの際に、会議で顔

出しすることを強要すること」については、

20 代の 55.0％が「絶対に該当すると思う」

「おそらく該当すると思う」と回答し、50 代

の 35.7％と比べ、世代間で 19.3 ポイントの

ギャップがありました。 

 全体的に、若い世代のほうがハラスメント

に対して敏感に感じ取る傾向があることがわ

かります。 

 

◆ギャップを認識することが重要 

 こんなことをハラスメントと感じるのか、

と驚かれた方もいるでしょう。重要なのは、実

際にこれらがハラスメントに当たるかどうか

ではなく、世代によって感じ方にギャップが

あるということを認識し、対応していくこと

です。これらの認識の差は、職場にコミュニ

ケーション不和を生じさせ得るものです。か

つての当たり前が、これからもそうであると

は限りません。働き手が減少するなかでも若

い世代を採用し、企業を発展させていくため

には、こういった感じ方の違いを小さくする

努力をしつつ、ハラスメント対策をアップ

デートさせていくことが欠かせないでしょう。 

【ダイヤモンド・コンサルティングオフィス

合同会社「世代間におけるハラスメントに対

する感じ方／認識の実態調査」】 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000

000003.000058857.html 

 

 

 

3 月の税務と労務の手続 提出期限 
10 日 

○ 源泉徴収税額・住民税特別徴収税額の納付［郵

便局または銀行］ 

○ 雇用保険被保険者資格取得届の提出＜前月以

降に採用した労働者がいる場合＞［公共職業安

定所］ 

15 日 

○ 個人の青色申告承認申請書の提出＜新規適用

のもの＞［税務署］ 

○ 個人の道府県民税および市町村民税の申告［市

区町村］ 

○ 個人事業税の申告［税務署］ 

○ 個人事業所税の申告［都・市］ 

○ 贈与税の申告期限＜昨年度分＞［税務署］ 

○ 所得税の確定申告期限［税務署］ 

○ 確定申告税額の延納の届出書の提出［税務署］ 

○ 財産債務調書、国外財産調書の提出 

○ 総収入金額報告書の提出［税務署］ 

31 日 

○ 健保・厚年保険料の納付［郵便局または銀行］ 

○ 個人事業者の消費税の確定申告期限［税務署］ 

み く に 便 り 
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みくには 

ハートに愛 

 新型コロナウイルス感染に係る雇用調整助成金の特例措置は、 

令和３年２月２８日までとなっていましたが、４月３０日まで延長と 

なりました。 

 

当社ＨＰでは新聞掲載コ

ラム（バックナンバー）

や各種セミナーのご案内

を随時発信しています。 

 


